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発　行　者
特定非営利活動法人

通院介護センター

さ　わ　や　か

　

出
席
者
が
全
員
揃
っ
た
の
で
、

定
刻
よ
り
十
分
早
く
始
め
ま
し
た
。

　

初
め
に
山
田
理
事
長
が
開
会

宣
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
資
格
審
査
員
に
貞

谷
事
務
局
員
が
選
任
さ
れ
、
理

事
総
数
五
名
、
出
席
者
数
五
名

で
定
款
の
条
項
を
満
た
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
理
事
会
は
有
効

に
成
立
す
る
旨
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
定
款
に
基
づ
き
、
議

長
に
山
田
理
事
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。　

　

ま
た
、
議
事
録
署
名
人
に
梶

原
常
務
理
事
と
高
原
事
務
局
長

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

☆
第
一
号
議
案
・
・

　

貞
谷
事
務
局
員
よ
り
令
和
四

　

年
度
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
第
二
号
議
案
・
・

　

梶
原
常
務
理
事
よ
り
令
和
四

　

年
度
収
支
決
算
報
告
が
あ
り

　

ま
し
た
。

☆
第
三
号
議
案
・
・

　

山
田
理
事
長
よ
り
令
和
五
年

　

度
活
動
方
針
（
案
）
の
提
案

　

が
あ
り
ま
し
た
。

☆
第
四
号
議
案
・
・

　

梶
原
常
務
理
事
よ
り
令
和
五

　

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

　

算
（
案
）
の
提
案
が
あ
り
、　

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議

　

案
が
全
て
満
場
一
致
で
承
認

　

さ
れ
ま
し
た
。

☆
第
五
号
議
案
・
・

　

山
田
理
事
長
よ
り
、
七
月
三

　

十
日
（
日
）
に
行
な
わ
れ
る

　

第
二
十
回
特
定
非
営
利
活
動

　

法
人
通
院
介
護
セ
ン
タ
ー
「
さ

　

わ
や
か
」
定
期
総
会
で
の
役

　

割
分
担
等
の
確
認
が
あ
り
ま

　

し
た
。

　

現
在
、
「
さ
わ
や
か
」
八
幡
事

業
所
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

済
生
会
八
幡
総
合
病
院
が
来
年

秋
頃
に
北
九
州
市
八
幡
西
区
則

松
に
移
転
が
決
ま
っ
た
の
で
、

「
さ
わ
や
か
」
八
幡
事
業
所
も
一

緒
に
移
転
す
る
こ
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
理
事
会
の
議
案
す
べ

て
の
審
議
が
終
了
し
、
午
前
十

一
時
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
一
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り
北
九
州
市
立
福
祉
会
館
（
ウ
エ
ル
と
ば
た
）
八
階
八
十
一
会

議
室
に
お
い
て
特
定
非
営
利
活
動
法
人
通
院
介
護
セ
ン
タ
ー
「
さ
わ
や
か
」
令
和
五
年
度
第
一
回
理
事

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

第
１
回
理
事
会
開
催

　

初
め
に
開
会
宣
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
林
芳
江
会
長
か
ら

「
障
害
当
事
者
や
そ
の
家
族
に

と
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
増
え
、
新

た
な
働
き
方
の
定
義
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

急
速
に
変
わ
っ
て
い
く
社
会

の
中
で
、
障
団
連
と
し
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
活
発
な
ご
意

見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
の
武
内
和
久
北

九
州
市
長
が
公
務
の
都
合
で
総

会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

保
健
福
祉
局
障
害
福
祉
部
の
西

尾
典
弘
障
害
福
祉
部
長
が
武
内

北
九
州
市
長
の
ご
祝
辞
と
し
て

「
林
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
地
域
の

中
で
安
心
し
て
生
活
が
出
来
る

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

長
年
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
皆
様
と

共
に
障
害
者
週
間
で
の
啓
発
活

動
を
は
じ
め
、
道
路
や
公
共
交

通
機
関
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
点

検
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
推

進
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

障
団
連
の
存
在
は
、
障
害
当

事
者
や
そ
の
家
族
の
大
き
な
支

え
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表

し
ま
す
」
と
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
北
九
州
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
田
中
直
子
常

務
理
事
は
「
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
皆
様
に
【
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
】
を
基
本

理
念
に
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
に
も
引
き
続
き
、
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
福
祉

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。　

　

本
日
の
総
会
の
議
長
に
、
日

本
て
ん
か
ん
協
会
福
岡
県
支
部

北
九
州
分
会
の
日
高
真
帆
氏
が
、

議
事
録
署
名
人
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

列
島
会
の
堺
正
彦
氏
が
選
任
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
団
連
事
務
局
よ
り
、
会
則

二
十
一
条
に
基
づ
き
、
会
員
団

体
数
三
十
七
団
体
の
う
ち
、
出

席
団
体
数
二
十
六
団
体
、
（
会
場

二
十
三
団
体
・
オ
ン
ラ
イ
ン
三

団
体
）
委
任
団
体
は
十
一
団
体

で
、
過
半
数
を
超
え
て
い
る
の

で
、
本
日
の
総
会
が
成
立
す
る

旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
の
令
和
四
年
度

事
業
報
告
、
第
二
号
議
案
の
令

和
四
年
度
決
算
報
告
、
第
三
号

議
案
の
会
計
監
査
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議

案
ま
で
の
一
括
審
議
に
よ
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

六
月
三
日
（
土
）
十
時
か
ら
、
北
九
州
市
立
福
祉
会
館
（
ウ
エ
ル
と
ば
た
）
六
階
六
Ａ
Ｂ
研
修
室
で

北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
（
以
下
障
団
連
）
の
第
二
十
六
回
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
で
の
開
催
と
な
り
、「
さ
わ
や
か
」
か
ら
山
田
と
貞
谷
が
会
場
で
参
加
し

ま
し
た
。

急
速
に
変
わ
っ
て
い
く
社
会
の
中
で

し
っ
か
り
と
取
り
組
む

北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会 

第
二
十
六
回
定
期
総
会
開
催

事
務
局
よ
り
お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

８
月　

日
（
金
・
祝
）
よ
り

８
月　

日
（
水
）
ま
で

事
務
局
は
お
休
み
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
及
び
利
用
者
の
方
に
は

後
日
、
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

障
団
連
の
存
在
は
障
害
当
事
者
や

家
族
の
支
え
に
な
っ
て
い
る

16

11

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

北九州市障害福祉団体連絡協議会

総会の様子
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ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
よ
う
や

く
引
っ
込
ん
だ
と
思
っ
た
ら
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
世
界
を

引
っ
か
き
回
し
て
い
ま
す
。
大

統
領
と
は
民
主
国
家
の
指
導
者

の
は
ず
で
す
が
、
こ
の
頃
ほ
と

ん
ど
独
裁
者
と
言
っ
て
い
い
大

統
領
が
続
い
て
現
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
大

統
領
と
訳
す
の
は
不
適
切
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
統
』も
『
領
』

も
支
配
し
権
力
を
ふ
る
う
意
味

で
す
が
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
い

う
言
葉
に
は
そ
う
い
う
意
味
は

含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
は
主
催
者
と

い
う
ほ
ど
の
意
味
。
会
社
の
社

長
も
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
会
議
の

議
長
も
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
美
術

館
な
ど
の
館
長
も
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
で
す
ね
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の
植
民
地

軍
の
司
令
官
で
し
た
が
、
独
立

を
達
成
し
た
ア
メ
リ
カ
の
初
代

の
国
家
指
導
者
に
選
ば
れ
た
時
、

権
力
者
や
支
配
者
の
意
味
を
持

た
な
い
こ
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と

言
う
言
葉
を
、
自
分
の
役
職
を

表
す
言
葉
と
し
て
選
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

古
代
ロ
ー
マ
。
共
和
制
の
時

代
、
元
老
院
か
ら
選
出
さ
れ
て

国
を
指
導
す
る
コ
ン
ス
ル
と
い

う
役
職
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
統
領
と
訳
し
ま
す
（
執
政
官

と
い
う
訳
も
あ
り
ま
す
が
）
。
任

期
は
二
年
で
、
二
人
ず
つ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
な
ど
の
国

家
の
危
機
の
時
に
は
、
よ
り
権

限
の
強
い
デ
ィ
ク
タ
ト
ー
ル
と

い
う
臨
時
の
指
導
者
が
単
独
で

指
名
さ
れ
ま
し
た
。
の
ち
に
独

裁
者
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ

た
言
葉
で
す
。　

　

ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
は
対

外
戦
争
で
多
く
の
勝
利
を
お
さ

め
、
終
身
の
デ
ィ
ク
タ
ト
ー
ル

の
地
位
に
つ
い
た
の
で
す
が
、

共
和
制
の
伝
統
を
乱
す
恐
れ
が

あ
る
と
し
て
暗
殺
さ
れ
た
の
で

し
た
。
ユ
リ
ウ
ス
の
甥
で
養
子

の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
共

和
制
末
期
の
混
乱
を
お
さ
め
て

国
家
の
指
導
者
と
な
っ
た
と
き
、

「
自
分
は
た
だ
の
カ
エ
サ
ル
で
あ

る
」
と
言
い
、
ロ
ー
マ
の
第
一

市
民
と
言
う
呼
び
名
だ
け
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
彼
を

ロ
ー
マ
初
代
皇
帝
と
呼
ぶ
の
は

少
し
お
か
し
い
の
で
す
。
皇
帝

と
は
中
国
の
独
裁
的
支
配
者
を

呼
ぶ
言
葉
で
す
。

　

し
か
し
や
が
て
彼
の
後
継
者

は
、
華
麗
な
衣
装
を
つ
け
、
神

の
代
理
人
と
し
て
君
臨
す
る
独

裁
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

カ
エ
サ
ル
が
皇
帝
と
訳
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の

後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ド
イ

ツ
皇
帝
は
カ
イ
ゼ
ル
、
ロ
シ
ア

皇
帝
は
ツ
ァ
ー
リ
と
言
い
ま
す

が
、
語
源
は
カ
エ
サ
ル
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
皇
帝
を
エ
ン
ペ

ラ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
ロ
ー
マ
軍
の
司
令

官
を
呼
ぶ
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
か

ら
出
た
語
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
土
に
広
が
っ
た
戦
乱

の
中
、
軍

人
と
し
て

頭
角
を
あ

ら
わ
し
た

ナ
ポ
レ
オ

ン
は
、
ま

ず

統

領

（
コ

ン

ス

ル
）
に
選

ば
れ
、
そ

の
後
終
身
統
領
に
な
り
、
つ
い

に
は
皇
帝
に
ま
で
な
っ
た
の
で

し
た
。
彼
の
場
合
は
エ
ン
ペ
ラ
ー

と
よ
ば
れ
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
大
統
領
と
い
う
訳
語

は
、
民
主
主
義
国
家
の
指
導
者

と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と

言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
書
記
長

と
か
総
書
記
と
か
名
乗
っ
て
い

た
独
裁
者
も
い
ま
し
た
ね
。

　

こ
の
ご
ろ
会
社
の
代
表
を
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
と
は
言
わ
ず
、
Ｃ
．

Ｅ
．
Ｏ
．(

最
高
経
営
責
任
者

)

な
ど
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
印
象
が
悪

く
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
第
四
号
議
案
の
令
和

五
年
度
事
業
計
画
（
案
）
と
第

五
号
議
案
の
収
支
予
算
（
案
）

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
四
号
議
案
と
第
五
号
議
案

も
一
括
審
議
に
よ
り
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
六
号
議
案
の
役
員
改
選
の

提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
互
選
に
て
新
三
役

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
長
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
九
州

自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
代
表
の
林

芳
江
氏
が
、
副
会
長
に
北
九
州

市
自
閉
症
協
会
の
事
務
局
長
伊

野
和
子
氏
が
引
き
続
き
就
任
さ

れ
ま
し
た
。　

　

続
い
て
、
新
任
の
副
会
長
と

し
て
「
さ
わ
や
か
」
の
山
田
浩

美
理
事
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
に
は
、
（
公
社
）
北

九
州
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

の
森
聖
子
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
三
役
よ
り
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
会
長
は
「
私
自
身
が
引
っ

張
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
も
皆

様
か
ら
押
し
上
げ
て
い
た
だ
き
、

障
団
連
の
活
動
を
盛
り
立
て
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
野
副
会
長
は
「
こ
こ
数
年
、

活
動
が
出
来
て
い
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
ま
た
、
良
い
ス
タ
ー

ト
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
あ
お
ぎ
な

が
ら
、
今
で
き
る
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

江
頭
眞
紀
子
氏
に
よ
る

Ｄｒ.

と
っ
て
お
き
の
お
話
し

　
好
評
に
つ
き
【
と
っ
て
お
き
の
お
話
し
】
を
公
益
財
団
法
人
健
和
会 

健
和
会
京
町
病
院

の
医
師
で
あ
り
、
「
さ
わ
や
か
」
の
名
誉
顧
問
で
も
あ
る
江
頭
眞
紀
子
先
生
に
執
筆
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
統
領

公
益
財
団
法
人
健
和
会　

健
和
会
京
町
病
院

医
師

江
頭　

眞
紀
子

（
表
面
に
つ
づ
く
）

　

山
田
副
会
長
は
「
林
会
長
を

支
え
、
伊
野
副
会
長
に
つ
い
て

い
き
な
が
ら
、
常
任
委
員
の
皆

様
、
会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
、

総
会
は
正
午
に
閉
会
し
ま
し
た
。
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